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管理規程（交付規程別表5）

1. 補助金の交付を受けた者は、取得財産等について、補助事業完了後においても、法令を遵守し継続的に善良な管理者の注意
をもって管理し、補助金交付の目的に従って、その効率的運用を図らなければならない。

2. 補助金の交付を受けた者は、取得財産等について、取得財産等管理台帳・取得財産等明細表を備え、管理しなければならな
い。また、取得財産等管理台帳・取得財産等明細表の開示を必要に応じセンターが求めたときは、開示しなければならない。

3. 補助金の交付を受けた者は、センターが別に定める期間（注）内において取得財産等を保有し、処分を制限された取得財産等
を処分（補助金の交付の目的に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け（リース事業者を除く。）、廃棄又は担保に供するこ
と）してはならない。

4. 補助金の交付を受けた者は、前項の規定によりに定められた期間内において、取得財産等を処分しようとするときは、あらかじめ財
産処分承認申請書をセンターに提出し、その承認を受けなければならない。また、前項の規定に該当しない処分及び処分を制限
されていない取得財産等の処分をしようとするときは、取得財産等届出書をセンターに提出しなければならない。センターが取得財
産等の処分を承認する場合においても、取得財産等の処分の目的、事由によっては、期限を付して補助金の全部又は一部の返
納を求める場合がある。また、センターの承認を得ずに、取得財産等の処分を行ったことが判明した場合は、補助金の全部又は一
部の返還を求める場合がある。

(注) センターが別に定める期間は、補助金の交付の目的及び減価償却資産の耐用年数等を勘案して、クリーンエネルギー自動車
の普及促進に向けた充電・充てん設備等導入促進補助金交付規程（Ｖ２Ｈ充放電設備・外部給電器）第１５条第２項及び
同第１６条第２項に基づく、クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた充電・充てん設備等導入促進補助金業務実施細則
（Ｖ２Ｈ充放電設備・外部給電器）に定められた期間とする。
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暴力団排除に関する誓約（交付規程 第4条 第6条 第14条 第25条）

私（個人である場合はその者、企業である場合は当社、団体である場合は当団体）は、補助金の交付の申請をするに当たって、

又、補助事業の実施期間内及び完了後においても、下記の事項について誓約いたします。この誓約が虚偽であり、又はこの誓約に

反したことにより、私が不利益を被ることとなっても、異議は一切申し立てません。

記

1. 私は、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団をいう。

以下同じ。）ではありません。かつ、暴力団員（同法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）ではありません。

2. 私の法人の役員等（法人である場合は役員、団体である場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している

者をいう。以下同じ。）は、暴力団員ではありません。

3. 私及び私の法人の役員等は、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団

又は暴力団員を利用しません。

4. 私及び私の法人の役員等は、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは

積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与しません。

5. 私及び私の法人の役員等は、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれと社会的に非難されるべき関係を持ちません。

以上
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